
条
例
を
改
正
し
、
算
定
方
式
を
３

方
式
と
し
た
。

A
　
令
和
１２
年
度
の
保
険
料
水
準

に
つ
い
て
問
う
。

B
　
県
の
推
計
で
統
一
後
の
水
準

は
県
民
１
人
当
た
り
１４
万
３
１
１

４
円
、
基
礎
課
税
額
は
所
得
割
率

が
８
・
４８
％
、
均
等
割
が
３
万
６

０
２
８
円
、
平
等
割
が
２
万
３
１

１
５
円
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等

課
税
額
に
つ
い
て
は
、
所
得
割
率

が
３
・
９６
％
、
均
等
割
が
１
万
６

３
１
４
円
、
平
等
割
が
１
万
４
６

７
円
、
介
護
納
付
金
課
税
被
保
険

者
に
係
る
課
税
額
は
、
所
得
割
率

が
３
・
３３
％
、
均
等
割
が
２
万
４

４
２
３
円
と
さ
れ
て
い
る
。

A
　
保
険
料
統
一
に
向
け
市
独
自

の
取
り
組
み
の
予
定
を
問
う
。

B
　
令
和
７
年
度
か
ら
２
年
毎
に

段
階
的
な
改
正
を
予
定
し
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
事
業
財
政
調
整
基

金
を
７
９
３
３
万
円
保
有
し
て
お

り
、
基
金
を
活
用
し
税
額
抑
制
に

充
当
し
た
い
。
医
療
費
適
正
化
や

予
防
健
康
づ
く
り
に
応
じ
て
交
付

金
が
交
付
さ
れ
る
保
険
者
努
力
支

援
制
度
の
取
り
組
み
強
化
や
国
保

税
収
納
率
向
上
に
引
き
続
き
取
り

組
む
。

A
　
固
定
資
産
税
住
宅
用
地
特
例

の
概
要
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
土
地
の
上
に
住
宅
が
あ
る
場

合
に
宅
地
の
固
定
資
産
税
を
軽
減

で
き
る
制
度
で
、
住
宅
１
戸
に
対

し
そ
の
床
面
積
の
１０
倍
を
上
限
に

住
宅
用
地
の
対
象
と
な
る
。
土
地

面
積
２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
ま
で

は
６
分
の
１
の
小
規
模
住
宅
用
地

と
な
る
。
そ
の
他
住
宅
用
地
と
し

て
２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
部
分
が
３
分
の
１
に
軽
減
と
な

る
。

A
　
更
地
で
も
特
例
が
適
用
で
き

な
い
か
問
う
。

B
　
地
方
税
法
で
決
ま
っ
て
お
り
、

住
宅
が
無
く
住
宅
用
地
特
例
を
課

す
と
い
う
こ
と
は
法
律
上
で
き
な

い
。

A
　
若
者
の
利
用
増
を
目
的
と
し

た
施
策
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
中
央
公
民
館
に
お
い
て
は
、

小
学
生
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト

や
子
ど
も
陶
芸
教
室
、
親
子
も
の

づ
く
り
教
室
な
ど
の
開
催
、
ま
た
、

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
、

図
書
館
閉
館
日
に
ホ
ワ
イ
エ
に
机

や
椅
子
を
設
置
し
て
い
る
。
図
書

館
で
は
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
季
節
の
飾

り
つ
け
や
祝
日
に
は
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
流

し
て
い
る
。
フ
リ
ー
Ｗｉ
ー
Ｆｉ
や
充

電
の
提
供
は
実
施
し
て
い
な
い
。

A
　
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
調
査
に
つ

い
て
問
う
。

B
　
施
設
の
利
用
促
進
の
た
め
の

ニ
ー
ズ
調
査
は
実
施
し
て
い
な
い
。

今
後
は
ニ
ー
ズ
調
査
も
含
め
て
検

討
し
て
い
く
。

A
　
大
き
な
災
害
が
発
生
す
る
た

び
に
、
課
題
と
な
る
の
が
ト
イ
レ

の
問
題
で
あ
る
。
地
域
防
災
力
の

強
化
、
自
治
体
間
の
相
互
支
援
の

た
め
、
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
等
の

導
入
に
つ
い
て
所
見
を
問
う
。

B
　
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
は
、
ア

メ
リ
カ
で
製
造
さ
れ
て
お
り
、
為

替
の
影
響
や
資
材
の
高
騰
に
よ
り
、

１
台
当
た
り
約
１
８
０
０
万
円
が
、

現
在
で
は
約
１
・
５
倍
の
約
２
６

０
０
万
円
に
値
上
が
り
し
て
い
る
。

費
用
対
効
果
を
考
慮
し
、
日
本
製

の
ト
イ
レ
カ
ー
や
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
な
ど
も
検
討
を
し
て
い
る
。

　
国
に
お
い
て
は
、
令
和
８
年
度

の
防
災
庁
設
置
に
向
け
て
、
防
災

庁
設
置
準
備
室
が
発
足
し
た
。
こ

れ
に
伴
い
、
被
災
者
が
安
心
し
て

過
ご
せ
る
、
ト
イ
レ
環
境
を
含
む

避
難
生
活
環
境
の
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
今
後
の
国
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
、
ト
イ
レ
ト
レ
ー

ラ
ー
や
ト
イ
レ
カ
ー
の
導
入
に
つ

い
て
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。
　

A
　
国
土
交
通
省
は
能
登
半
島
地

震
の
被
害
状
況
の
調
査
に
お
い
て
、

家
の
耐
震
改
修
と
地
元
建
設
業
者

を
支
え
、
育
成
を
図
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
宿
毛

市
の
耐
震
改
修
状
況
と
建
設
工
事

の
入
札
契
約
制
度
に
お
け
る
本
市

の
取
り
組
み
を
問
う
。

B
　
本
市
の
住
宅
耐
震
化
率
は
、

令
和
５
年
度
末
時
点
で
７７
・
８
％

と
な
っ
て
い
る
。
能
登
半
島
地
震
、

４
月
の
豊
後
水
道
地
震
を
受
け
て
、

住
宅
耐
震
に
関
す
る
申
請
が
大
幅

に
増
加
し
て
お
り
、
今
年
度
か
ら

は
、
耐
震
設
計
や
耐
震
改
修
の
補

助
金
額
を
大
幅
に
増
額
し
て
お
り
、

さ
ら
に
多
く
の
申
請
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
１２
月
議

会
に
は
、
耐
震
改
修
補
助
金
と
し

て
２０
件
分
、
総
額
２
６
４
０
万
円

を
予
算
計
上
を
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
市
内
業
者
で
対
応
可
能

な
も
の
に
係
る
入
札
に
つ
い
て
は
、

市
内
業
者
を
優
先
し
、
事
業
経
験

を
積
ん
で
頂
く
こ
と
で
、
市
内
業

者
の
育
成
に
も
繋
が
っ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。
今
後
も
こ
の
考
え

方
に
よ
る
発
注
を
基
本
と
し
て
い

き
た
い
。

A
　
来
年
度
以
降
、
何
台
程
度
新

端
末
に
買
い
替
え
、
旧
端
末
を
処

分
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
そ
の

際
、
適
切
な
端
末
処
理
と
デ
ー
タ

消
去
に
対
す
る
認
識
と
具
体
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
今
回
の
買
い
換
え
に
は
、
児

童
・
生
徒
分
、
教
職
員
分
、
予
備

空
き
家
、
空
き
地
の

固
定
資
産
税
に
つ
い
て

坂
本
図
書
館
並
び
に
中
央

公
民
館
の
利
用
に
つ
い
て
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防
災
減
災
対
策
に
つ
い
て

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
、
端
末
の
更
新
に
つ

い
て


